
［成果情報名］「長崎対馬地どり」へのビワ葉混合発酵茶製造加工残渣の給与効果 

［要約］仕上げ期の「長崎対馬地どり」にビワ葉混合発酵茶製造加工残渣を1%添加した飼料を給与する

ことで、発育成績を下げず、浅胸筋においてビワ茶無添加と比較してα-トコフェロール含量を高め、

さらに冷蔵保存後の鮮度の低下およびドリップロスを低減できる。 
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［背景･ねらい］ 

本県が開発した「長崎対馬地どり」は「長崎対馬地どり振興協議会」が外食産業と連携したマーケ

ティングを展開しているが、取引先からは消費者への訴求力を高めるためにも、地域の特性を活かし

た資材を活用した専用飼料の開発が求められている。また、取引先が関東・関西圏が中心のため、流

通業者からは地鶏肉の長距離輸送に適した品質保持技術が必要という声がある。 

一方、本センター茶業研究室らが開発したビワ葉と茶葉を原料とする機能性表示食品である混合発

酵茶は製造過程において、篩を通らないものが製造加工残渣として排出され、これらは産業廃棄物と

して処理されている。この製造加工残渣は乾燥・粉砕された状態で排出されるため、エコフィード利

用が容易にできると考えられる。 

そこで今回、仕上げ期の「長崎対馬地どり」に対してビワ葉混合発酵茶製造加工残渣を添加した飼

料を給与し、発育成績および肉質に及ぼす影響を明らかにする。 

 
［成果の内容･特徴］ 

１．仕上げ期の「長崎対馬地どり」にビワ葉混合発酵茶製造加工残渣を１％添加した飼料（以下ビ

ワ茶飼料）を給与すると、発育成績はビワ茶無添加と同等で、浅胸筋は機能性成分である α―トコ

フェロールを多く含む（表１、図１）。  

 

２．仕上げ期の「長崎対馬地どり」にビワ茶飼料を給与することで、解体24時間後における浅胸筋の 

Ｋ値の上昇（鶏肉の鮮度指標、高くなるほど鮮度の低下を示唆する）および24時間冷蔵保存した浅 

胸筋の保水性に係るドリップロス（肉汁損失割合）をビワ茶無添加よりも低く抑え、品質低下を抑 

制することができる（図２、図３）。 

 
［成果の活用面・留意点］ 

１．ビワ葉混合発酵茶製造加工残渣は乾燥・粉砕された状態であるため、「長崎対馬地どり」飼育農

家において年間を通して常温保存および飼料への添加が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 
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